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■講義内容（プログラム）： 

時  間 内   容 講  師 

9:00～ 9:10(10 分) 主催者挨拶  

9:10～10:10(60 分) 氷蓄熱式空調システム概論 
愛知工業大学 工学部 

建築学科 教授 河路 友也 

10:10～10:20(10 分) 休 憩  

10:20～11:20(60 分) 

氷蓄熱式空調システム［ユニット

型］の計画・設計 

年間エネルギー消費量・成績係数

の算出法 

(株)日建設計 エンジニアリング部門  

設備設計グループ  

部長 三由 賢 

11:20～11:25(5 分) 休 憩  

11:25～12:05(40 分) (前講義内容の続きとなります) 同上 

12:05～13:05(60 分) 昼  休  み  

13:05～14:15(70 分) 
氷蓄熱式空調システム［現場築造

型］の計画・設計 

(株)蒼設備設計 設備設計部 

主任 笠原 正行 

14:15～14:20(5 分) 休 憩  

14:20～15:30(70 分) (前講義内容の続きとなります) 同上 

15:30～15:40(10 分) 休 憩  

15：40～16：50(70 分) 
低温送風空調システムの計画・設

計 

(株)蒼設備設計 設備設計部 

次長 松本 義明 

16:50～16:55(5 分) 休 憩  

16:55～18:05(70 分) (前講義内容の続きとなります) 同上 

・講師・講義内容・教材は一部予定を含みます。教材は常に更新しておりますので適宜変更する可能性があります。 
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蓄熱式空調システムのコミッショニング（復性能検証）のための性能検証過程や評価指標、コミッショ

ニングツールについてわかりやすく解説します。 

また、復性能検証過程の具体的な進め方やその実施事例について解説します。 

 
 

蓄熱式空調システムの設計等経験者、あるい 

はコミッショニングプロセスに興味のある方 

他コースの研修会に参加頂いた方 

 
【隔年開催コースです】 

開 催 日 時 2026年12月 9日(水)            開場 9:00   講義時間 9:30～17:20 

開 催 会 場 一般財団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター 会議室 
東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-5 ヒューリック蛎殻町ビル6階 
地下鉄半蔵門線 水天宮前駅より徒歩2分／地下鉄日比谷線・浅草線 人形町駅より徒歩7分  

定    員 会場参加 ： 15名程度、 オンライン参加 ： 50名程度                        ＊先着順 

教    材 既設建物の蓄熱式空調システムのコミッショニングガイド 
新設建物の蓄熱式空調システムのコミッショニングガイド  他 
＊上記マニュアルは事前メールにて送付致します。講義は主に配布資料を使用します。 

参 加 費 賛助会員16,000円 一般24,000円 学生1,000円 (消費税込)  (オンライン参加の学生のみ無料) 

締 切 日 会場：2026年 12月2日（水） オンライン：2026年11月25日(水) 

※銀行振込の締切日も同日です。また締切日を過ぎても空きがあれば、お受け致しますので事務局にお問合せ下さい。 

 

■講義内容（プログラム）：  

時  間 内   容  講  師 

9:30～ 9:40(10 分) 主催者挨拶   

9:40～12：00(140 分) 
 

※途中休憩 10 分程度 
を予定 

コミッショニングプロセスの概要、 

蓄熱システムの基礎と制御、機能性能試験 

(株) 森村設計 

コア・テクノロジーセンター長 高草 智 

 

名古屋産業科学研究所 上席研究員 

名古屋大学 名誉教授 奥宮 正哉 

12:00～13:00(60 分) 昼  休  み  

13:00～14:20(80 分) 
研究教育施設の新設～継続コミッショニング 

プロセス事例 

名古屋産業科学研究所 上席研究員 

名古屋大学 名誉教授 奥宮 正哉 

14:20～14:30(10 分) 休 憩  

14:30～15:50(80 分) コミッショニング事例の紹介 
東洋熱工業(株) 執行役員 

技術統轄本部 本部長 上谷 勝洋 

15:50～16:00(10 分) 休 憩  

16:00～17:20(80 分) コミッショニングツールの紹介 
東洋熱工業(株) 執行役員 

技術統轄本部 本部長 上谷 勝洋 

・講師・講義内容・教材は一部予定を含みます。教材は常に更新しておりますので適宜変更する可能性があります。 

 

受講者アンケートのコメント 

♪コミッショニングの立場を初めて理解できた。 

♪レトロコミッショニングの重要性を感じた。 

♪具体的事例での説明で理解しやすかった。 

受講 

対象 
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「複雑」、「困難」と思われがちな水蓄熱システムの運用管理・水質保全について実際の改善事例や

不具合診断ツールを用いて解説します。また、講習翌日に、熱供給を行っている麻布台プラントにて、

実建物の概要説明、見学を実施致します。 
 

蓄熱式空調システムの保全計画・不具合・ 

改善事例に興味がある方 

他コースの研修会に参加頂いた方 

開 催 日 時 1日目：2027年  1月 14日（木）    開場  9:00 講義時間        9:30～17:40 

2日目：2027年  1月 15日（金）    集合  9:30 講義・見学時間  9：50～12:00 

開 催 会 場 1日目：一般財団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター 会議室 

東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-5 ヒューリック蛎殻町ビル6階 

地下鉄半蔵門線 水天宮前駅より徒歩2分／地下鉄日比谷線・浅草線 人形町駅より徒歩７分 
2日目：麻布台プラント 

東京都港区麻布台1丁目3番1号 麻布台ヒルズ 森JPタワー 
東京メトロ日比谷線「神谷町駅」直結 又は2番出口/南北線「六本木一丁目駅」2番出口 

定    員 会場参加 ： 12名程度                                            ＊先着順 

教    材 水蓄熱システムの保全診断マニュアル（運用保全編[新版]、異常診断・性能評価編）、蓄熱式空調シス
テムにおける水質保全設計・管理マニュアル、水蓄熱システムの異常検知・診断支援ツール 運用ガイ
ド、不具合診断ツール（マクロモデル・Ｃ／Ｅ表）他  
＊上記マニュアルは事前メールにて送付致します。講義は主に配布資料を使用します。 

参 加 費 賛助会員24,000円 一般36,000円 学生1,500円 (消費税込)  

締 切 日 
2027年 1月7日（木） 
※銀行振込の締切日も同日です。また締切日を過ぎても空きがあれば、お受け致しますので事務局にお問合せ下さい。 

■講義内容（プログラム）：【1日目】開催会場：ヒートポンプ・蓄熱センター会議室（日本橋蛎殻町） 

時 間 内  容 講  師 

9:30～ 9:40(10 分) 主催者挨拶  

9:40～12:10(150 分) 

 

蓄熱システムの運用保全 

 

大成建設(株) 

クリーンエネルギー環境事業推進本部 

テクニカルアドバイザー 加藤 美好 

12:10～13:10(60 分) 昼  休  み  

13:10～14:10(60 分) 水質保全、現象と対策 
(株)伊藤建築設計事務所 

設備設計部 参事 藤原 裕之 

14:10～14:20(10 分) 休 憩  

14:20～16:20(120 分) 

運用保全のための水蓄熱の基礎及

び 

不具合検知診断 

東京都市サービス（株） ソリューションサービス

本部 カスタマーサービス部 

部長 宮井 信雄 

16:20～16:30(10 分) 休 憩  

16:30～17:30(60 分) 不具合診断ツールの運用と検証 東京都市サービス（株） ソリューションサービ

ス本部 カスタマーサービス部  

 部長 宮井 信雄 
17:30～17:40(10 分) 質疑応答 

【2日目】開催会場：麻布台プラント 

時 間 内  容 講  師 

9:50～10:20(30 分) 
麻布台プラント地域 

熱供給システム概要紹介 

虎ノ門エネルギーネットワーク（株） 

技術部 

課長  近内 義広 

10:20～10:50(30 分) 
麻布台プラント 

施設見学 

虎ノ門エネルギーネットワーク（株） 

技術部 

  課長  近内 義広 

10:50～11:00(10 分) 休 憩  

11:00～12:00(60 分) 実運用・保全について 

虎ノ門エネルギーネットワーク（株） 

技術部 

 課長 近内 義広 

・講師・講義内容・教材は一部予定を含みます。教材は常に更新しておりますので適宜変更する可能性があります。 

受講者アンケートのコメント 

♪水蓄熱の運用のポイントがとても分かり易かった。 

♪今回習得した各種ツールを実務の中で活用したい。 

受講 

対象 

[中級]
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蓄熱システムの更新・改修時の蓄熱システム導入検討から、全体の計画・設計手法や計画・設計上

の留意点などを解説します。 

また実施例をもとに具体的な設計内容について解説します。 
 

        リニューアルで熱源計画に蓄熱を考えている方、 

特に既存蓄熱の更新を検討されている方 

他コースの研修会に参加頂いた方 

 

   【隔年開催コースです】 

開 催 日 時 【2027年開催予定】 

開 催 会 場 一般財団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター 会議室 
東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-5 ヒューリック蛎殻町ビル6階 
地下鉄半蔵門線 水天宮前駅より徒歩2分／地下鉄日比谷線・浅草線 人形町駅より徒歩7分 

定    員 会場参加 ： 15名程度、 オンライン参加 ： 50名程度                        ＊先着順 

教    材 水蓄熱システムの保全診断マニュアル（運用保全編、異常診断・性能評価編、リニューアル編）、蓄熱シ

ステムの設計例集Ⅱ事務所ビル(リニューアル)の氷蓄熱システム 
＊上記マニュアルは事前メールにて送付致します。講義は主に配布資料を使用します。 

参 加 費 賛助会員16,000円 一般24,000円 学生1,000円 (消費税込) (オンライン参加の学生のみ無料) 

締 切 日 
銀行振込の締切日も同日です。また締切日を過ぎても空きがあれば、お受け致しますので事務局にお問合せ下さい。 

■講義内容（プログラム）：  

時  間 内   容 講  師 

９:50～ 10:00(10 分) 主催者挨拶  

10:00～11:00(60 分) 
蓄熱システムのリニューアルの進め方と 

事例紹介 

(公財)東京都防災・建築まちづくり

センター 

建築審査部 建築性能課 

担当課長 内田 孝 

11:00～11:10(10 分) 休 憩  

11:10～11:50(40 分) 
蓄熱システムのリニューアルの進め方と 

事例紹介 

(公財)東京都防災・建築まちづくり

センター 

建築審査部 建築性能課 

担当課長 内田 孝 

11:50～12:50(60 分) 昼  休  み  

12:50～14:00(70 分) 蓄熱システムの特性と高効率化 

株式会社森村設計 

コア・テクノロジーセンター長 

                    高草 智 

14:00～14:10(10 分) 休 憩  

14:10～15:10(60 分) 
水蓄熱空調システムのコミッショニングによる 

リニューアル事例 

森ビル(株)設計部 設備設計部 

設備設計 3G 

チームリーダー 清宮 拓磨 

  

15:10～15:20(10 分) 休 憩  

15:20～17:30(130 分) 

非蓄熱システムから水蓄熱システムへの 

リニューアル事例 

（石巻市河北総合支所） 

水蓄熱システムから氷蓄熱システムへの 

リニューアル事例 

（東京電力(株)大塚支社） 

(株)蒼設備設計 設備設計部 

次長 赤松 直道 

・講師・講義内容・教材は一部予定を含みます。教材は常に更新しておりますので適宜変更する可能性があります。 

受講者アンケートのコメント 

♪蓄熱システムの今後のあり方について 

聞く事ができ良かった。 

♪リニューアルの具体的事例を盛り込んだ 

説明で大変分かりやすかった。 

受講 

対象 
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開催会場案内図 
 

■一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター 会議室 

東京都中央区日本橋蛎殻町１-２８-５ ヒューリック蛎殻町ビル６Ｆ   EVHで内線 蓄熱技術部 を呼出し 

地下鉄半蔵門線「水天宮前」駅より徒歩２分／地下鉄日比谷線・都営浅草線人形町駅より徒歩７分 

 

 

■ＣＩＶＩ研修センター新大阪東          ■麻布台プラント 

       大阪市東淀川区東中島１－１９－４               東京都港区麻布台1丁目3番1号 

LUCID SQUARE SHIN-OSAKA ７階          東京メトロ日比谷線「神谷町駅」直結 又は2番出口8分 

ＪＲ 新大阪駅東口より５０ｍ                東京メトロ南北線「六本木一丁目駅」2番出口徒歩8分 

地下鉄御堂筋線 新大阪駅より徒歩５分          集合場所：麻布台ヒルズ 森JPタワー B1F ｵﾌｨｽｴﾝﾄﾗﾝｽ 

              

                                                                         

 

１階 ミニ･ストップ 

 

集合場所 
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毎年、下記の団体様に協賛をいただいている研修会となります。（参考：2025年度実績） 

 

 協 賛： 公益社団法人 空気調和・衛生工学会， 一般社団法人 建築設備技術者協会， 

一般社団法人 建築設備綜合協会，一般財団法人 建築保全センター， 

一般社団法人 公共建築協会，一般財団法人 住宅・建築 SDGs 推進センター， 

一般財団法人 省エネルギーセンター， 

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構， 

公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会，電気事業連合会， 

一般社団法人 電気設備学会，一般社団法人 日本建築学会， 

一般財団法人 日本建築センター，一般社団法人 日本設備設計事務所協会連合会， 

一般社団法人 日本ビルエネルギー総合管理技術協会， 

一般社団法人 日本ビルヂング協会連合会，公益社団法人 日本冷凍空調学会， 

一般社団法人 日本冷凍空調工業会，一般社団法人 日本冷凍空調設備工業連合会， 

公益社団法人 ロングライフビル推進協会 

（五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





蓄熱

蓄熱

蓄熱

負荷平準化
ふ     か   へい じゅん か夜、熱を

蓄える
理由

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

メニューに
もどる

前へ 次へ

始めから

エアコンを動かすエネルギーは電気だ。もし、蓄熱がなかったら、昼と夜の電気の使い
方はこんなイメージになる。エアコンを使う昼間は電気をたくさん使い、エアコンを使
わない夜は電気も使わない。

次の日も、昼間にたくさん電気を使い、夜は使わない。この高い山が、毎日毎日、繰
り返されることになるね。

一方、蓄熱した場合はこうなる。夜も、外の機械を動かして冷熱を蓄えるから電気を使う。
だけど、蓄えておいた冷熱を使う分だけ、昼に使う電気は少なくてすむよ。

蓄熱すると、平らな道を安定して走っていけばよいから、車も楽だし効率のよい走り方
ができる。しかも、大きな山がないから、車のパワーは小さくても大丈夫だ。

電気を使う場所、電気を作る場所、この両方で、毎日毎日大きな波が繰り返されている。
昼のために大きな設備を用意して、夜はそれが休んでいるという波、効率がよいとは言
えないよね。

蓄熱が実現する「負荷平準化」は、エアコンを使う場所である学校やオフィスビル、家
などの設備を効率よく運転させるだけでなく、発電所の設備も効率よく動かすことにな
るわけだね。
だから、現在の原子力発電の稼働停止に伴う電力不足に大いに貢献することになるね。

電気の使い方を道に例えるとこんな感じだ。蓄熱しないと、大きなパ
ワーの車で何度も高い山を登ったり下りたりしなければならない。し
かも、その車のパワーは、夜の間は使わないからムダになっちゃうね。

夜は電気に余裕があるから、それを使って冷熱を蓄えておく。そして、みん
なが電気を使おうとする翌日の昼間、蓄えておいた冷熱も使って冷房する。

エピローグ「どうして、夜、熱を蓄えるの？」より
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蓄熱しないと…
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蓄熱しないと…
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蓄熱しないと…

蓄熱すると…

発電所

街

冷房に使う電気はゼロにはならないが、蓄えて使う冷熱の分だけ、昼間に使う電気を減
らすことができるね。蓄熱が、効率のよくない大きな波を、平らに近づけるんだね。
電気の負担を平らにするということで、専門的にはこれを「負荷平準化」と言うんだ。

そこで、蓄熱の出番になるわけだ。
蓄熱は、電気を使う場所と、作る場所、両方の大きな波を平らに近づけて、エネルギー
を効率よく使えるようにしてくれるんだ。
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